
インバウンド観光地づくり

　当市を含む八幡平エリアが、令和５年３月に「地方における高付加価値なインバウン
ド観光地づくり事業のモデル観光地」として観光庁から選定されました。
　このことを受け、当市を含む観光協会など地域の団体で構成する市観光協議会は、訪日
外国人の誘客に向けた取り組みを示したマスタープランを策定したのでお知らせします。

八
幡
平
エ
リ
ア
の
現
状

マスタープランを策定

　
観
光
庁
は
、
令
和
４
年
５
月
に
、

訪
日
旅
行
者
の
観
光
消
費
額
拡
大

を
目
的
と
し
て「
地
方
に
お
け
る
高

付
加
価
値
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

地
域
づ
く
り
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。昨

年
３
月
に
は
、こ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
に
基
づ
き
、集
中
的
な
支
援
を

実
施
す
る
モ
デ
ル
観
光
地
と
し
て
、

公
募
に
よ
り「
八
幡
平
エ
リ
ア
」を

含
む
全
国
11
の
地
域
を
選
定
し
ま

し
た
。

重
点
支
援
地
域
に
指
定

　
当
市
を
含
む
観
光
協
会
な
ど
地

域
の
団
体
で
構
成
す
る
観
光
協
議

会
は
、
高
付
加
価
値
旅
行
者
を
誘

致
す
る
た
め
の「
高
付
加
価
値
な

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
地
づ
く
り
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」を
令
和
６
年
３

月
に
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
訪
日

外
国
人
の
消
費
や
行
動
の
傾
向
分

析
に
加
え
、エ
リ
ア
内
の
現
状
や
、

潜
在
的
な
観
光
資
源
と
な
り
得
る

　
表
１
は
、
日
本
に
訪
れ
た
外
国

人
観
光
客
が
宿
泊
し
た
エ
リ
ア
を

　
次
に
、
モ
デ
ル
地
区
に
選
定
さ

れ
た
他
の
主
な
地
域
と
比
べ
る

（
表
2
）と
、
八
幡
平
エ
リ
ア
へ
の

訪
問
者
数
は
７
番
目
で
約

8
万
7
千
人
。
訪
問
者
数
が
１
番

多
い「
せ
と
う
ち
エ
リ
ア
」と
比
較

す
る
と
約
19
倍
近
く
の
差
が
あ
り

ま
し
た
。
訪
問
率
で
見
る
と
、
全

国
の
観
光
地
の
中
で
八
幡
平
エ
リ

ア
は
0・4
㌫
に
と
ど
ま
り
ま
す
。

エリア 訪問者数 訪問率

八幡平 8.7万人 0.4％

せとうち 165万人 7.2％

沖縄・奄美 96.6万人 4.2％

表２_ 外国人旅行者の訪問者数と全
国における訪問率（2019年）

示
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
中
で
八

幡
平
エ
リ
ア
を
含
む
東
北
エ
リ
ア

は
全
体
の
0・9
㌫
に
と
ど
ま
り
、

海
外
で
の
注
目
度
や
認
知
度
が
低

い
こ
と
が
伺
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
八
幡
平
エ
リ
ア
に
お
け

る
外
国
人
旅
行
者
一
人
当
た
り
の

買
物
代（
表
３
）は
7
千
円
と
な
っ

て
お
り
、
モ
デ
ル
地
域
で
消
費
単

価
が
一
番
高
い
鹿
児
島
・
阿
蘇
・

雲
仙
エ
リ
ア
と
は
4
6
0
0
円

の
差
が
あ
り
ま
す
。

　
八
幡
平
エ
リ
ア
に
対
す
る
外
国

人
観
光
客
の
認
知
度
の
低
さ
が
顕

著
で
、消
費
機
会
の
少
な
さ
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

エリア 買物代

八幡平 0.70万円

鹿児島・
阿蘇・雲仙 1.16万円

伊勢志摩およ
び周辺地域 0.84万円

表３_ 外国人旅行者の１人あたりの
買物代（2019年）

東京都
40.2%

京都府
10.9%

大阪府
14.2%

北海道
5.9%

その他
27.9%

東北
0.9%

2023年３月時点

表１_ 外国人観光客の宿泊先エリアの
割合

要
素
を
明
確

化
し
、
グ

ル
ー
プ
ご
と

に
ゾ
ー
ン
分

け
を
行
い
ま

し
た
。

■問い合わせ先　商工観光課（☎・内線1316）

※

※ _訪日旅行一回あたりの総消費額が一人100万円以上の旅行者

高付加価値な
高
付
加
価
値
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
地
づ
く
り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
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マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、高
付
加

価
値
な
体
験
型
観
光
へ
の
関
心
と

消
費
意
欲
が
高
い
国
と
し
て
、こ
の

エ
リ
ア
に
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客

の
主
な
国
で
あ
る
7
か
国（
台
湾
、

中
国
、
香
港
、
タ
イ
、
ア
メ
リ
カ
、

韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）を
誘
致

戦
略
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
定
め
ま
し

た
。
さ
ら
に
、上
記
7
か
国
と
の
共

通
点
が
多
い
ア
ジ
ア
圏
の
国
も
加

え
て
、継
続
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法

な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

分
類
ご
と
の
目
標

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
行
い
、

多
く
の
訪
日
外
国
人
に
当
市
を
含

む
八
幡
平
エ
リ
ア
の
自
然
、文
化
、

歴
史
を
伝
え
、
海
外
の
富
裕
層
が

訪
れ
た
い
エ
リ
ア
と
し
て
の
認
知

度
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
地
場
産

品
の
購
買
に
つ
な
げ
、
観
光
産
業

の
持
続
化
を
図
り
ま
す
。

誘
致
対
象
の
主
な
国

　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
高
付

加
価
値
旅
行
者
を
誘
客
し
よ
う
と

す
る
場
合
に
必
要
と
な
る
取
り
組

み
を
、ウ
リ（
高
付
加
価
値
旅
行
者

の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
滞
在
価
値
）、

コ
ネ（
海
外
高
付
加
価
値
層
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
情
報
発
信
）、ヤ

ド（
宿
泊
施
設
）、ヒ
ト（
地
方
へ
の

送
客
、
ガ
イ
ド
）、ア
シ（
交
通
）の

　
現
在
、
旅
行
で
日
本
を
訪
れ
る

外
国
人
は
、
メ
ジ
ャ
ー
で
は
な
い

旅
行
先
で「
そ
の
地
域
の
日
常
」、

す
な
わ
ち
外
国
人
に
と
っ
て
の

「
非
日
常
」の
体
験
を
求
め
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　
当
市
に
は
、
郷
土
料
理
、
漆
器

な
ど
の
伝
統
工
芸
、
寺
社
、
伝
統

行
事
、
自
然
環
境
な
ど
、
昔
か
ら

の
風
景
や
文
化
が
今
も
残
っ
て
お

り
、
こ
れ
ら
が
そ
の
ま
ま
、
訪
日

外
国
人
を
呼
び
込
む
観
光
資
源
と

訪
日
客
に
と
っ
て
の
魅
力

な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
の
日
常
を
、

体
験
と
し
て
訪
日
外
国
人
に
提
供

で
き
る
よ
う
に
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を

高
め
、
体
験
環
境
を
整
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
タ
ー
ゲ
ッ
ト
国
の
既
存
会
員

組
織
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
へ
の
直
接

ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
効
率
的

か
つ
効
果
的
な「
八
幡
平
エ
リ

ア・北
東
北
エ
リ
ア
」の
フ
ァ
ン

づ
く
り
を
行
う

コ
ネ

コ
ネヤド

▼
八
幡
平
を
含
む
北
東
北
エ
リ

ア
内
に
お
け
る
宿（
部
屋
）の
不

足
数
と
ク
オ
リ
テ
ィ
の
現
状
調

ウ
リ

▼
地
域
資
源
の
収
益
事
業
化
を

目
指
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
お

よ
び
観
光
人
材
育
成
を
最
優
先

課
題
と
位
置
付
け
た
取
り
組
み

を
推
進
す
る

▼
際
立
つ
特
別
感
の
情
勢
と

ス
ト
ー
リ
ー
の
設
定
に
よ
り

独
自
性
を
創
出
し「
八
幡
平
エ

リ
ア
」を
選
ぶ
べ
き
理
由
を
明

確
に
す
る

▼
長
期
滞
在
型
を
想
定
し
、
滞

在
中
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
な
る
コ

ン
テ
ン
ツ
を
季
節
ご
と
に
設
定

す
る

ヒ
ト

▼
地
域
住
民
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

国
内
外
か
ら
広
く
人
材
を
受
け

入
れ
、
公
的
機
関
の
設
定
資
格

者（
ガ
イ
ド
な
ど
）を
広
く
活
用

し
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
を
推

進
す
る

ア
シ

査
を
実
施
し
、
将
来
的
な
回
遊

性
を
高
め
る
よ
う
宿
の
適
切
な

配
置
を
誘
導
す
る

▼
観
光
事
業
者
に
よ
る
地
域
の

公
共
的
な
運
送
を
確
保
す
る
た

め
、
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
制

度
の
活
用
や
自
動
運
転
車
両
の

導
入
な
ど
に
取
り
組
む
交
通
特

区
を
提
案
す
る

5
つ
の
観
点
か
ら
、
次
の
と
お

り
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
今
後
、
こ
れ
ら
を
基
に
タ
ー

ゲ
ッ
ト
層
の
誘
致
に
取
り
組
み

ま
す
。
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